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l.は し が 卓

億 きに,落葉果樹の地上部の自発休眠現象究明の一助に,枝条先端部の化学的成分の季節的滑長を調

べたが,今回これと関係が深い地T部の体内成分の変化を調べた.勿論,地下部の化学的成分の季節的

嬰化を知ることは定植期の決定.施肥親の決定等管理上重要な作業を行 う上に参考になる外,接木,挿

木等を行 う場合にも,活着や聖板を順調に行わ しめる上から大切なことである.今回は砧太用果樹の若

横の地下部について調査 した.成旗は地上部の変化と関連 して興味ある結果を得たので,教に簡畢なが

ら報薯 して大方の御叱tEを乞 う次第である.

2.驚験材料とその方法

供試材料として19･53年には台木用として用いる山梨,丸要港菜,オーーークJtミ及びカシクルミの2年生

共生と4年生山挑台大久保挑,4年生の山菜合銀寄及び17-18年生のスグリを用いた.オニクル ミは前

年春播種 した二年生実生であり,カシクルミは前年秋一年生共生を購入 して定植 した ものである.

此等供試樹から地下部を毎月2uEIに掘 り上帆 根を大枚(符1cm以上),中根(0.5-0.9cm),′J､枚(0.4

cm以下)に区別 し,中根を水洗して,板の表面に水分がなくなった頃細切 して生体重を測定 し,その後

800Cの乾燥器中に入れ.重量の変化がなくなるまで数日乾燥 して後,精々冷却 して乾物重を測定 し,水

分含量を算出 した.乾燥 した材料は粉末にして次の実験材料に供 した.

重宝素含量は 05tWaltlの分解装置で分解後,蟹入,奥田式定量装置によって定量 L,組撮粉末比重は

締据博士の方法に従い,手技法により同一供試材料を用いて,3-5回測定 し,その平均を求めた.

俳試粉末 1gに100ccの水を加え,湯煎上で30分間加熱分解 して後.I･ehmanl1-maqllCnlleSchool故に

より還元糖を定量 し,炭水化物の移動状況を知ろうとした.衣分合量は 800-900oCの電気櫨で供試粉

末を熱焼 した.

此等の地下部の撃仕によって起る地上部の変化を知 り,地下部 と地上部の関連性を明かにするため,

新棺の伸長量を4月上旬から伸長停止期 よで2週間おきに測定 した

1954年 5月下旬より1週間おきに3年生カシクルミ

互に丁寧に堀り起 し,1樹当り長めの新根10本づ 1

の伸長畳 (査長)と共に地上部 t新稽2本とする)

の査伸長量を測定 した.

伺此等供試材料を裁増 した土地の気象特に降水

を及び平均気温を示すと第1,2園の技である.

即ち,1953年の降水量は3月中下旬,6月上旬

及び7月中,下旬の3回,特に多かったが,概 し

て実験中雨が多かった.午的10韓の気温は1月上

旬が最低で零下5oC払いが,:-り∃上知 こは植物生

育温度の限界と云われろ5oC以上になり,5月上旬

から12-130Cとなって地上部は旺んに伸長を開始

(40本)オ三クルミ苗 (60本)を用いて10本づ 1交

第-国 気温と降水量 (1952-1953)信大附属畏場
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しようとする直前である.

1954年は前年 と異り6月及び9月の2回降水量の山が現われてい

るに過ぎない.萌芽期に 160mm 程度の降水量は両年共認められ

ち.3月の気温は似ているが,4=月の気温紘1953年の方が扱い･普

通の年は7月と9月に雨量が多い,

3.賓 駿 結 果

(イ)新棺の伸長経過

気温 (195三i年)は3月に入って漸 く5̀Cとな(),4月に6-7OCと

なって牽芽期を示 している.4月中旬に耐 く1-2cm新棺が伸長し

てVlるが,粟及び胡桃は発芽展蜜が遅れていた･比等果樹新棺の 第二図 平均冠現と降水量

伸長量測定結果抹第3園 (イ)(ロ)に示す通りである. (1954)(信大附屈農場)

さて,栗及びカシクJLミの薪梢の伸長曲線は署似ていて7月中旬頃まで急速に伸長しているが.オニ

ク)Lミでは更に9月上旬まで急速な伸長を授けている○ォェク)Lミはその間7月上中旬に一時生長を停

止 している.これと同様山梨に於ても8月中旬まで長期に亘って急速な伸長をつ けゞているが,オ土ク

ル ミと同株その間5月上中旬と6月上旬に一時伸長を停止 している,

この外丸薬海菜は6月中旬に急速な伸長を停止 し,8月上旬に梢 再々伸長している.桃は7月中旬まで

急速な伸長をしてか ら,9月中旬まで棺々鈍い伸長を続けていてその後伸長停止している･スグ1)は･r,月

中旬まで急速に伸長 して後は殆 ど伸長を停止している.

この様に地上部の新棺の伸長の盛衰は果樹の種学割こよって相当に差異がある･
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第咽 落莫果樹の新相伸長量 (イ)(1953) 簸 咽 落葉果拭新梢の伸長畳 (ロ) (1953)

1954年5月から地下部の伸長を調べた研,第4匿に示す通りである.オニクルミもカシクルミも6月下

旬から7月上旬にかけて一時伸長が停止している.佃オ三ク71,ミは8月上旬頃から伸長が衰えて くる様に

見られるが,カシクルミは一時的でその後再伸長することが認められる.自然妖態における地上部の伸

長もオニクルミよりカシク九ミの方が再伸長 していることが多い.儲地上部の伸長については1ケ月に

1回堀上げるので,枝条の旺盛な伸長に対 し支障があるものと思われ,僅かな伸長経過を示す程度で止

った.乾燥期に堀上梓て直ちに抱え込むが,オ=クルミは要が萎凋して枯死するものさえあるのに.カ

シクルミは重 く萎喝の様子がなかった.水分の吸取 と蒸散に対する槙能の相違が感じられた.勿論クル

ミは定植後2-3年間の地上部の伸長作用はにぷ く経過するのが普通で,2-3年後から旺盛な成育をして

いることから見 ると,定植初期は地上部より地下部の生長の方が旺盛に行われているものと考える.こ

の事は1954年胡桃の接木親和の試験に堀上げた4年生横の根部を見ても,明かに地下部が旺盛な伸長を

してレ､る.
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(ロ) 地下部の水分含量の変化

地下部の一年生技の先端部の水分含量は高馬,

北滞 1953牢)によると,自署休眠の破れる2月下

旬頃から増加 して生長期に著 しく高 く,その後休

眠期の開始まで漸次減少 して休眠中は殆ん ど変化

す ることなく経過 し,た 最ゞも安気の酷 しい月に

稽々減少 しているに過ぎない.

この地上部の変化が起る原因として地下部の含

水量変化が大 きく影響 している.今回こか等果樹

の地下部の含水量を測定 した結果,第 5園 (イ),

(｡)に示す成績を得た .

此等の果樹の地下部の含水量は概 して生育期闇

に多く,冬期に少い.
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第4図 ク′Lミ(:t年生菅生)の新板及び新櫓
の伸長鼓 し1954)

即ち,カシクルミ,オニクルミ,及び粟は7月叉は8月に最高を示 し,]2月～2月に 最低が現われてい

ら.(第5国 (ロ)参照)丸葉海菜及び山梨は7月又は8月に最高 となり,1月,2月頃に最低含量を示 し

ている.桃は6月-8月に最高を示 し,1月,2月に最低となっている. スグ 1)は6月;7月頃に最高の水分

含量 とな0,12月前後に最低含量を示 している.
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第5図 落葉果樹地下部の水分含量の変化(生体重プ6) 第咽 落葉果樹地下郡の水分含量の変化(生体%)
(イ) (1952-1953) (.,) (1952-1953)

この様に地下軒にあって も休眠期から前芽期,生長馴 こ到るに従い次第に含水量牲増加 して琴上部の

生長停止直前に最高になっている.スダリのみは他果樹と異 り 1月頃から水分含量は増加 し 1,2,3月下

旬頃に著 しく高 くなり,7月頃最高になっている.

(ハ) 地下部全窒素含量の穿故

地下部の枝条先端の重宝菜食量は生長期に多 く.休眠期に,37い (高馬,北洋,1953)が地下部の金宝素

含量の季節的変化は第 E3園に示す通 りである.

粟.カシクルミ,丸葉海菜,桃及び山梨は 7月に急低下 している.オ三ク^ミは8月に, スグ1)は6月

に急低下 している.この掛 こ果樹の種顎によって地下部0)全窒素が消費 し盃 される時期が異っている,

地下部会窒素含量が最も少い時期 (鞄上部の伸長停止期頃)から落葉期まで源女相当に増加 し`その

後休眠期間中も僅かながら増加をつ けゞていろ.従って地下部の垂窒素含量は概 して地上部の敬芽期頃

に最 も高い.丸薬海業,山梨及び東が5月に低 _く6月に高いのは 6月に一時新棺の生長停止現豪が起きた

1めと思われる.(第3団 (イ)(ロ)参照)スグ 1)は3月に低下 し,4月に高 くなっているのは, スグ1)は3

月頃から発芽 し,4月に遇い晩霜の為め新棺が障害を うけ月:_長停止 した 1めと思われる.
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筋6国 落吏果梯地下部の全窒素含量の変 化

(イ) 乾物重プo' (1952-1953)

簸6罰 落葉果樹地下郡の全窒素含量の変化
(ロ) 乾物重'A; (19ふ2-1953)

(ニ) 鞄IF部の組私粉末比重の繁穐

粟,都排,秩,丸梨海業,山梨,及びスグ1)の地下部の乾燥粉末について組紅粉末比重を手扱法で調

べた結果は 第7毘 (イ)(p)に示す通りである.

一般に地下部の組揖粉末比重は柚上部の生長享捌こ減少し,伸長停止後漸次増加 して落葉期頃に最高に

なり,冬期は任かつ 1減少する傾向を示す.今回の実験結果を見ると,前芽掛 こ一時明かに増加するも

のとして丸襲晦某,オニクJLミ,及び山梨をあけることが出来る.粟では5,6月頃,丸薬海業及び山梨

では5月.桃及びスグT)では6月,カシクルミ及びオ=クルミでは 7月に一時明かに低下 している･叉丸

菜海業及びスグ1)は 9月に一時低下しているが,これは夏秋枚の伸長その他物質の消耗が行われたこと

を示 している.

入
ヽ

/

.

/

/
〆

ー

/

i

..日

.:;tT.･.i,.,.:･･･.-

'''
L
i,;/

I

IG L架
V
I

J(

第7図 落葉果樹地下部のAEZ糧粉末比重の変化 (イ)
g/cm3 (1952-1953)

(ホ) 地下部の還元糖の変化

10ll121 2 3 4- 5 6 7 8 q月

第7図 蕗尭究横地下部の放縦粉末此重の変化(p)
(195'1-1953)

貯蔵茸分の移動或は滑壁する場合に,糖分は還元糖の形にしておくことが都合がよい.従って,還元

糖は地上部に放ては生育期は勿論休眠期に於て も相当量存在 している.今回調査 した地下部の還元糖の

季節的変化は第8固 (イ)(T])に示す成績であった.

農協の軽類により相違はあるが,一般に地上部の生長期即ち,4-7月頃が最も低 く,その後次第に増

加 して落葉期頃 (10月末)に最高になっていろ.落葉後急低下 しているが,冬嗣に於ても漸次減少し,

萌芽,生長と共に更に減少を績けている.スグ1)は他果樹と異り,】4月に還元糖含量が最低になっている

が,その後精々増加 して･5-6月に高 く,再び瑞々低下 してから落莫胡よで増加している.これはスグ 1)

抹早く撃芽するが,一時成長停止 して再度伸長する如 く,その適期があるので,5-6月頃は一時生長停
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止 した時期である.(第3鼠参照)
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第8図 落葉果樹地F部の還元糖含量の変化(イ)
(1952-1953)
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集S図 落葉果樹地下部の還元糖含量の変化 (ロ)
(1952-1953)

(へ) 地下部の夜分含量の奨化

地下部 に含まれる衣分は第9臣削こ示す様に季節的に相当変化 しているが.概 して地上部の自署休眠が

破れる頃 (2月頃),一時的に減少 している.その後発芽前に再び増加 し,肇芽伸長と共に減少 して,坐

長が盛んな5-7月の頃に著 しく低下 している.その後生長が衰えると共に再び増加 している.

スダリは地異槙の変化曲線 と趣を異にしているのは結冥 している外,･棄芽,仲長期が早 く,停止期 も

早いので,無機物の蓄積経過 も異って乗るものと思 う.

(ソL
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第9図 落葉果横地下部の択分合孟C奨化(イ)
(19紹-1953)
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筏9図 落莫菜摘地下部の衣分含量の変化(｡)
(1982-1953

4.考 察

男横の地上部における生長,開花及び結実作用に地下部の活動が如何に重要であるかは今更云 うまで

もない.

然るに,我国では地下部の形態,分布についての調査はあるが.栄華生理についてはその研究が比硬

的少い.これに対 し外国では可なり行われている.即ち,Blltlcr,Smith& Cllrry氏等 (1917)は 7年

_4:_軍栗の斯稀及び 新規に於ける三要素含量の季節的変化を調査 し,A(lrich氏 (1932)は華具に対する

硝酸ソ-ダの施肥期と細板中の窒素含量の関係及び窒素施周期と板中の窒素含量の多少を調べている･

今臥 払 兎電終業.山梨,莱,スグ1),カシクルミ及びオニクルミの地下部の化学的成分の変化を

明かにするため地上部新椅並びに地下部新税の伸長量をも調査 した･
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2-3の落葉見積の地下郡の水分含量は萌芽開始前から次第に増加 し,新杓が生長を停止する7-8月頃

に最高含水量を示 している.その後は次第t=減少 して冬期の最低気温の時に最低含水量になっている.

従って生長期に高 く,休眠期に低い.

此等の果樹の中でスダリ,及びオニクルミが 3月頃急に含水量が高 くなっていろのは,気温の上昇 と

同量の著 しく多いことに加えて,前者は低温でも萄芽展葉が早い為めであり,後者は前牙期を超えて旺

盛な水分吸収を始めたものと思われる.

地下部の含水量の最 も多い時期が我国では降水量の少い 7,8月であるのと一致 している.オニクル ミ

の板部は 7月中,下旬旺んに生長しているし,カシク't,ミも7月上～下旬に旺盛な生長をしている.従

って我国に放ける幼齢期の果盾に対 しては水分の豊富なことが必要である.最近果懲園潅麿について必

要性を注目されて寒たことは喜ぶべきことである.

現在傾斜地果園の土壌浸蝕防止の為めクロ-JlL その他の被覆作物が達績栽培されているが,生育期

矧 こ7,8月の栽培に対 し,英検と競合を起さない様注意する必要がある･従て我国では梅雨pm直前に敷

革 して保水性を高めることは有益な方法である.

Btltler,Smith&Curry氏等 (1917),富樫氏 (1933)及び菊地博士 (1934,1937)等 によると,肥

料 3要素の地上部にblrけろ体内分布は何れ も分裂横能の旺んな若い組鏡に高 く,肥料 3要素間に多少の

遅速はあるが,一般に_4=_長初期の前芽期又は開花期にその含量が最 も高 く,r生長が進tIにつれて漸減す

ら,7月に最低含量となり.その後落葉期が近づ くにつれて再び窒素は多少増加する.

鞄下部に於て も窒素 と燐酸は大体枝櫛と同様の撃化傾向を示 していち, と云われてvtろ.

今回地下部の査窒素含量を調べた研,鬼樹の軽質によって異るが,発芽生長期には次第に減少 し,7月

又は8月に最低含畳を示 している. 最低含量の現われろ時期に差異を生じたのは窒素の給費される時硯

に遅達があるためである.オニクルミは粟,カシクルミ及び丸薬野菜に比較 して約 1ケ月条枝の生長停

止期が遅れている結果,全窒素含量の最低期も1ケ月遅れたも9)とJeわれろ.スグ1)は3月と6月に低下

し,山梨は5月と7月に低下 している.何れ も比等の時好王に地上苦EO)盛んな生長が認められる.

仝窒素が最低になると,生長作用は抑制されて伸長停止するから,治安も少く次第に増加蓄積される.

落葉期を過ぎ休眠期に入つても倍多少増加 して休眠解除頃まで置いている.その後節芽伸長と共に漸次

減少 している.従て地下部0)金窒素含量の多少は地上部の伸長経過 と大いに関係が深いことが認められ

るが,地下部自体の生長とも開拓があることは地下部の生長曲線と照際 して察せられる.

ライド氏 (1933)は終日日光を受けている場合の枝の乾物重は牛日日蔭の場合の3倍,路日所々日蔭

になっている場合の7倍,更に終 日日蔭の場合の18倍で,日照の強弱が隈の発育に著 しい影響を及す事

が分ろ.各位の活動が止るの抹低温のみならず,茨水化物の供給が少いことも大いに関係していると報

じている.Eatoll&Joham氏等(1944)によると,樹は同化物質を地下部に送るこ とが必要である.従

て多量に結実 し過ぎた場合に養分吸牧が蓑えるの紘他にも理由があるが,ある意味では板部における同

他物質の不足に蹄因するとまで云われている.小林博士 (195O)も葡萄を材料として,葉の同化能力減

退は根の生長を抑制すると報告 している.

果横の地下部には多量の澱粉,脂肪等が蔚赦され,貯蔵澱粉は春から夏にかけて枝条の仲長期が少 く

秋期に増加 し,冬期に減少し早春再び増加することは SWarbrick(1927年),Trallll(19.97).G昆Imann

(1935)氏等が報告 している.併 しTshiTT,C氏 (1935)によると,ある樹種では根の貯蔵物質の季節的撃

此は余 り判然 としない場合がある.

田口博士 (1952)は桑樹の地下部の庄部における組粒粉末比重の季節的変化を調ているが,これによ

ると,地下部の粉末比重は5月末か ら6月中頃に一時明かな低下をする.これは枝条の再生,茄芽伸長に

よる物質消耗を示すものと考えている.而 して落葉期頃まで粉末比重紘次第に増大 している.落葉其馴こ

最大となり,冬期に明かに減少して前芽期 捌こ再び増加 して後生長と共に顕著に減少している.
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今回,共験した敬果樹の地下部における茨水化物その他の貯蔵物質の変化を推察するため,綜合的物

質充共度を示すと云 う組識粉末比重の季節的賢北を調べた.これによると,果樹の種掛 こより異るが,

5月から780)問に一時明かに低下 している.この頃は新棺の伸長,根部の伸長の著 しい時に相当するの

で,飽下部の貯蔵葦分が多量に滑耗されろことを示 している.その後生長停止に伴い落葉期頃まで漸次

増加 し,冬期自発休眠の解除に伴い,生活現象が活澄化するにつれて次第に減少しているが.蔚芽直前

に一般に増加を示 している.特に丸薬海業,オニクルミ,山梨及びスグl)等著 しい.

伸長停止授落葉期までの間で,9月に地下部の示す粉末比重が低下 しているスダリ及び丸薬海業はこ

の頃地上部で一部第二次q･:長を しているため,物質の消費が多かつたためと考えられる.

冬期披落葉 して同化作用が行われないので,貯蔵茨水化物は呼吸に費されて減少する一方であるが,

その量は僅少である.併 し春になって発芽すると新器官形成の為めに茨水化物は幹や根からとられて減

少する この時茨水化物は幣分の形で木質部の通導組織を通って上昇する.7月,8月となって新棺も伸

長が劣 り,次第に完全菜が多くなって くると,同化作用 も盛んとなり,貯 蔵 洪 水 地物は蓄積 して増加

し,10月最高になる:1この頃に落葉が起 り同化の横能はなくなり,消費のみとなって河減する.

輯村博士 (1948)によると,一般に地下貯蔵器官中の葡萄糖の量は庶糖及び澱粉の量 と関連 して消長

するもので,塩皮,温度等の要田によって影響 され葡萄糖と澱粉,萄葡糖と庶糖の問に可逆的の賢丑が

起る.

今回糖分移行について,地下部の還元糖含量の消長を調べたが,地下部の還元糖含量は10月頃落葉直

前に最高になって後は冬期 も次第に減少してVlろが.なお相当量含有されている.:-ト4=月頃の発芽期に

なると,その治耗も多 くなり,新器官形成が盛んな5-6月頃に最 も少 くなっている.中にはカシクル ミ

の様に還元糖への変仕が見られない場合さえある.この生長の最盛期を過ぎると,次第に同化琴の割合

が新葉より多 くなつ-て貯蔵物質の蓄積が次第に増加している.

伺今回の実験成績を見ると,冬胡佐渡新に還元糖が相当量存在 していることは ilfaximolV氏(1914)に

よると,寒地の樹木は冬期茨水化物が葡萄糖 として存在し,このことが凍害に対する抵抗性を増すのに

憲章があると云っていろ.Mtiltcr-Thllrgall(1882)氏 も一般に低温に合 うと,貯蔵されている澱粉,

庶糖,E旨肪等は葡萄静に変化する傾向がみると述べている.

地下部の次分含量は地上部の生長期に少 く,生長停止すると蓄積 して多 くなる傾向を示 している.特

に3月頃一時多 くなっていることは生長文昧新器官形成に加里その他の無機物が必要なためと思われろ.

Red氏 (1907)によると,加盟は砂質代許に関係し,茨水化物の形成及び移動,汲粉の生成に必要であ

ち.従て加里が欠乏する時は汲粉の糖仕が起 らない.叉加里の欠乏は炭水化物の供給を不十分にするの

で,蛋白質の合成にも支障を釆 し,吸牧された碑酸,アムモェヤの蓄積を来すと云われている･

坂村博士 (1948)は板の発育に関して燐は側枝及び残根を多く生ぜしめ,之を地中深 く伸長 させる.

之は間接に娃乾燥に対する抵抗性を増加させると三っている,従て,地下評が旺盛な伸長をしている時

は衣分含量 も減少している.FartWell氏 (1917)は燐が欠乏すると,澱粉が可溶性糖類 となる撃化が困

難となると報 じている 従て衣分紘厳寒 (1月前後)の頃高いことを示 していろ.

今回の調査でも-投に蔚芽期から生長期を通じて漸減 し,生長停止の頃再び増加 している.その後再

び減少するもの (丸薬海業)は伸長が再び起つ1=為めである.オ ニクルミの地下部の衣分含量が8月に

最低となっていろのは地上部の生長が挽 くまで(9月上旬)行わ机,ていることに起因すると考える.比に

封 し,カシクルミが,8月に多 くなっていることは7月中旬頃から伸長停止が見られるためであろう.ス

グ1)は5馴こ伸長を停止しているので,6月,7月と次第に増加している.その後スグ1)で減少 しているの

紘,徒長技で秋伸びするのが見られる為めである.

この様に地下部の衣分合量は聾芽前に多 くなり.費芽,生長と共に減少 し,生長の停止期頃に一時増

加 して後は余り変化がないが,厳寒期に梢 増々加を示 している.
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5･摘 要

(1) 致軽の落葉果樹の地下部における含水量,仝窒素,組揖粉末比重 及び還元糖の季節的消長を調

べると共に地1部の伸長経過を測定 した.翌年には胡桃の地下部の伸長経過もを調べた.

(2) 丸薬拒菜,山梨,桃及びスダ リは4月上旬に畿芽伸長 しているが,粟,カシクルミ及びオニクル

ミは 4月中旬に伸長を始めている.スグ1)は5月中旬,丸薬海業は6円中旬,粟,カシクルミ及び桃は7月

中旬,山梨は8月中旬,オユタ/Lミは9月上旬まで旺盛な生長をつ けゞている.その間山梨は6月中旬,オ

ニクル ミは7月中旬に一時伸長を停止 している.

(3) 胡桃の地下部の伸長は雨量が少vt時はオェクル ミは8月上旬,カシクルミはそれより挽 くまで伸

長 しているが,前者は7月上旬前後,後者は7月上旬前後 と8月上旬に生長が段位である.

(4) 地下部の含水量は生育期闇に高 く,休眠実刑こ低い.特に乾姐の起り易い7-8月に高い.

(5) 地下部の全窒素含量は伸長親の後期即ち,伸長停止期頃に額著に低下しているが,その後は落葉

期まで漸次増加 し,男に冬期も萌芽前まで僅かづつ増加 している.

(6) 地下部の曲技粉末比重は早春前芽前に一時増加 し,春発芽伸長に伴い顧著な減少を示すが,その

後伸長停止 と共に増加を始め落葉親頃大 となっていや･各期間は明らかに減少するが,発芽前高 くなる

ので,落葉期と撃芽前と山が2つ現れていろ.

(7) 地下部の還元指の滑長は発芽期を経て,伸長生長の旺盛な時期に少 く.その後落葉前まで増加 し

冬期は漸減 している.

(8) 地下部の次分合量の滑長は蟹芽前に多 く,章芽生長するにつれて減少 している.その後生長停止

期に一時増加 して冬期は変化が少い.

ExperirTlentaldata

第 1表 落葉果樹地下部の水分含量の変化 (生体重%)

ll 1 1-o J l 1 -a J 3 F41 6 1 6

第 2表 落葉果樹地下部の仝窒素含量の変化 (乾物重%)

I IO可 11 い 2 l l ト 2 1 3 ト 4 I 5 i 6



第 3表 落葉果樹地下部の組織粉末比重の撃化 (%)

10月 1ll l l･･o F 1 I o l 3 I 4 I 5 1 6

第 4表 落葉果樹地下部の還元糖含量の撃化 (乾物藍%)

】2 J l 1 2 1 3 J 4 J 5 J 6

第 5表 落葉 果樹地下部の衣分含量の愛化 (乾物%)

10月 tll F 13 1 1 l q l I, l 4 I 5 1 6 1 7

第 6表 落葉果樹教程の新梢伸長量 (cm)

月 別 l 4 月 - 5 月 1 6 月 1 7 月



第 7表 1952-1953年のZP均束塩と降水量 (信大農場)

10月 lllll･･oI1I-ol3t41516[7

第 8表 1954年の平均気温 と降水量 (信大農場)
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第 9衣 くるみ共生首の発根と地上部のfE･.'長 (1954)

(1) 新棺の伸長畳

(2) 板 の 伸 長 畳

t調査朋 恒叫6･リ6･916.17162417.1E7.8L7.16[7.23L8218.11L8.27

2319043291三:i2915.㍍9:L7.

SummaT･y

Theseasonalchangesofthelenbqhg_ro､Ⅴthsofnew ShootsandthC1､･atCrCOntCnt,thetotal

nitrogen,thespecificgrav;tyofthetissuepowderandthereducingsugarcoTJtelltOfrootsof

dccid110uSEmittrcc5'wcreinvestl'gated.

WithAlarubakaidoes,YalnanaShies,pcacl-csalldgooseberr海 Cachtopgrowthbeginsfromearly

Apr;1,blltWithchestnuts.EnglishwalntltSandJapancascwalnlltS,itbegillSft･ommid-April.

hJewgooscllC,ryShootselongatedvigorouslytillmid-May,withMarubakaidocsltillmid-June,

withPaCheS, Cl)cstnlltSandEnglish､l･ahuts,tillmid-Jl止y,lVith YamatlaShie3.tillmid-Allgt佃,
WithJapanea+Sewahlutg,tillcarlyFcptembcr.
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h theperiod,thefcml"mryLqfoT)PugO工IthegTOll･thofYamEIrlaShie3tookplacut.TI士m≡dJune.
all(IlVithJapaneascll.allllltS,ittookplaccatmi(トJuly.

ThcWafercorltCntOfrootsll･aShighatthegrowillgPeriod,andll耶 loⅣattherestlLlriod.

Especially,itwashighest･ltJulyan(1AugllSt､vhichdrotlghtmighttakeplaceinJaFa-I.

ItlVaSObscrvc(Ithatt壬lCtotaltH'trogencohtClltOfrootsdccrcascdremarkablyattf:elatterof

thegroヽvingperiodan(IitihCreaSCdgmdtuLllylittlcbylitt!castherestperiodadvahCCdlltltillthe

prcccdingtimcthatthesproutirlgWasiollIld.

Thc specificgravity ofther()ot-tissuepoIVdcrillCrCafCdtcml)OrarilyinthecaT･)ySpringalld

dccreascd rcmarkah】yasthebllddhgatldgroWitlgadvallCCd.Thereafterthcspecificgravityof

tissllepWdcrincrea弧l郎 thcgroll･thstopFd an(IcohSPicl10uSlybcぐamehigherabolltatthclぐaf-

faTlperiod.

Itdecrpasc(Iohv三ollSly )h thewinfcr,bllt]'tbccarr:eh)'gherflanbcforcthebllddingt王rrT-C.

'Ir.crefoIC,twomOllnfa'tneSOfthesl)CCificgravityofthetissllCIX)11･dcrll･erCmakd atI"ththe

leaf-fanpcriodandthcprcccdingtimeofblldd7'11g.

(〕hangc50fthcre(hlCinDO-S.Llgarinrootsll･Crelowfrom bcginllingtomidsTtofthe】ength grol巾h

priod-abolltfrom ApriltoJlulC.Thcreilffer, thercdllCingsllgarincrLl鮎d tilltheI)rCCding

timethattheleaf-falltookplace,blltinlVinterdccrcaydgradllallyanditltheI)uddir)gFCriod

dccrcasedagainremarkably.

Theashinrootsincrca淑ItemporarilybeforeI)lldd)'llgtimeanddccrcascdasthegrowthadva-

nced,thereafter,apassltJglnCrCaSlngーtookp】accaboutatthattimeWhich thegrowth stopFCd,

andalittlechaTlgetookplaccinWiTltCr.

参 考 文 献

1.青木茂- :土壌温壁と梧生 長及閲 28-10 pp,1163-1166, (1953)

2.Adr王ch,W.W.:Ploc.Arll.L=qOC.Ifort.Ec主. 28.632(1931)

3.Crocker,W.:GrowtllOfplants 127. (1948)

4.Baton,F.五工.,John,H.E.:Plantphys王ol. 】9:507, (1941)

石.Gaunlann,E.:Tlcr.a.Dtsch.tiot. Ges,53:366 (1935a1

6.rl :臥r.a.Schwe王2.E:ot. Ges, 44:157 (1935.b)

7.TBhibe,0,:hlem.Co一.Sci.Kyoto, Imp.tJniv,Ti.Ⅸ. I:1

8.小林雫 :兵団園聾総論 pp 3珊 310, (1954)

9.1/ :落莫栗田の施肥期の問題 長粟及び園璽 -08-2 241-5 (1953)

10.高橋進,北沢昌明 ･.落葉某国の自発休眠に関する研究 (∬) 自発休眠と体内成分消長の関仔について

信大紀零 第3現 pp -005-218 (1953)

ll,佐藤庚 :巣篭生長から生殖里長に移る際の化学変化 J#合農業 h'0.3 pp 1-3 (1948)

12･坂村徹 :植物生理学 pp 346-350 (1948)

13,田口･西村 :桑田地下部における組織粉末比重並に組粒粉末浸出液の屈折率の季節的変化,特に収穫法と

の関係について 信大薄紅学部研究報告 第-rt競 pp 1 6 (1952)

｣_ll_


